
ほしぐみ、そらぐみ、ゆめぐみのお友だちが、交通安全教室に参加し、 

宝塚警察署の方と宝塚市の交通安全のお姉さんから、交通ルールや命の大切さ、横断歩道の

渡り方など教えてもらいました。 

  

 

 

 

「すみれちゃんと交通安全おばけちゃん」の人形劇を 

見ました。人形劇の中にはの３つのおばけが出て 

きました。3つのおばけにはそれぞれの交通ルールがあり 

① 「右、左、右を確認してから行こう」②「横断道」 

② 「止まれ」です。 

この３つのルールを守って道路では車に気を付けましょう

と警察官のお姉さんに教えてもらいました。 

 子どもたちも真剣に見て質問に答えていました。 

 

森のくまさんの歌に合わせて、「右見て～ 

左見て～♪」と左右を指さしと共に確認したり、 

「右手を高く上げ～♪」と、車に見える様に 

ピシッと手を挙げたりして、楽しく横断歩道の

渡り方を教えてもらいました。 

最後は実際に横断歩道を渡る練習をしました。 

横断歩道の前では、立ち止まり、車が来ていないか

を確認してから、手を挙げて渡ります。 

お友だちと手を繋いで「次は何するんだっけ？」と、 

考えて進んでいましたよ。 

どのクラスも上手に渡ることが出来ました。 

交通安全教室 

劇や歌を通して、命の大切さや交通ルールを知ることが出来ました。 

交通安全教室が終わった後も、「右見て～」「左見て～」と口ずさむ姿が見られました。 

今後もお散歩に出かける時にはクラスで確認をし、戸外では子どもたち自らが交通安全に注意し、

生活できるようにしていきたいです。 
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